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「 月 落 ち 烏 啼 いて 霜 天 に 満 つ
（巾略）

こそじょうがしかんぎんじ
姑 蘇 城 外 の 寒 山 寺 … … 」

と う た わ れ た 巾 国 の 蘇 州 、 寒 山 寺 に て。

＠戸田栄作・国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ（ＳＡＩＣＭ）について
ｅ村田幸雄・有害化学物質の遺産を次世代に残すな-ｓＡｌｃＭ-
＠中下裕子・環境省作成の小冊子「チビコト」への意見を投稿
＠新・子どもプロジェクト、始まります！
＠アクセサリーに高濃度の鉛含有～鉛問題を考える～
＠粟谷しのぶ・今ここにあるゴミ問題～横浜市の廃棄物処分場～
＠「小児等の環境保健に関する国際シンポジウム第４回」の報告
＠上梅清二・国民会議の活動を地域でも広げよう
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国際的な化学物質管理のための
戦略的アプローチについて

２００６年２月７日午前零時過ぎ、アラブ首長国連邦

の ド バ イ で 開 催 さ れ た 国 際 化 学 物 質 管 理 会 議

（ＩＣＣＭ）に集まった百数十カ国の政府代表と、国際

機関、産業界、労働界、市民団体などからの参加者

は、「国際的な化学物質管理のための戦略的アプロー

チ」を全会一致で採択しました。

英語では「ＳｔｒａｔｅｇｉｃＡｐｐｒｏａｃｈｔｏｌｎｔｅｒｒｌａｔｉｏｎａ１

ＣｈｅｍｉにａｌｓＭａｎａｇｅｍｅｎｔ」、略してＳＡＩＣＭ（サイカ

ム）と呼ばれます。ＳＡＩＣＭは、２０２０年までに化学物

質が健康や環境への影響を最小とする方法で生産・

使用されるようにすることを目標とし、科学的なリ

スク評価に基づくリスク削減、予防的取組方法、有

害化学物質に関する情報の収集と提供、各国におけ

る化学物質管理体制の整備、途上国に対する技術協

力の推進などを進めることを定めたものです。

この小文では、ＳＡＩＣＭのあらましと、今後の動き

に つ いて 紹 介 し ま す。

１ ． 背 景 と 経 緯

化学物質の管理についての国際的な文書は、今回

が最初ではありません。ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）

における化学物質有害性評価などの取組は１９７０年代

に始まっており、１９９２年の地球サミットで採択され

た行動計画「アジェンダ２１」は、化学物質の管理に
一つの章を割いて詳述しています。これをフォロー

アップするため、１９９４年に「イヒ学物質の安全性に関

する政府間フォーラム」（ＩＦＣＳ）が設立され、会合

が ４ 回 開 催 さ れ ま し た。

しかし、途上国における化学物質の生産・使用が

増大する中、化学物質の管理に関する対処能力の南

北格差は広がりつつある状況にあります。数多くの

化 学 物 質 の 有 害 性 評 価 ・ リ ス ク 評 価 の ほ と ん ど は

ＯＥＣＤ諸国で実施される一方、途上国においては、

輸出入管理体制の未整備により有害化学物質の不法

な取引が大きな問題となっています。

●ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．４０

環 境 省 環 境 安 全 課 戸 田 英 作

ＳＡＩＣＭは、こうした課題に対応し、これまでの国

際的なイニシアティブをさらに発展させる形で策定

されたものです。３回にわたる準備会合やＩＣＣＭに

は、各国代表のほか多くの非政府機関も参加し、我

が国からも、環境省、外務省、経済産業省等の担当

官のほか、日本化学工業協会やＷＷＦジャパンの代

表が出席されました。会議文書はすべてウェブサイ

ト（http://www.ｃｈｅｎｌ.ｕｎｅｐ比/ｓａｉｃｍ／）に公開され、

議 論 の 様 子 も Ｎ Ｇ Ｏ の ニュ ース レ タ ー “ Ｅ ａ ｒ ｔ ｈ

Ｎ（・ｌｌｏｔｉａｔｉｏｎｓＢｕｌｌｅｔｉｎ”（http://www.ｉｉｓｄ.ｃａ/）によ

り、逐一世界に発信されました。

２ ． 主 な 論 点

ＳＡＩＣＭを構成する３つの文書の概要は、図に示す

と お り で す。 文 書 の 仮 訳 は 、 環 境 省 ウ ェ ブ サ イ ト

（http://www.ｅｒｌｖ.go.jp/ｃｈｅｍｉ／ｓａｉｃｍ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

に掲載していますので、本稿では、ＳＡＩＣＭの内容に

ついて詳細に解説することはせず、国際交渉の過程

での主な論点について紹介します。

ＳＡＩＣＭ策定における最大の論点の一つは、「原則

とアプローチ」の箇所です。２００５年の第３回準備会

合で、予防（Ｐｒｅｃ２ｌｕｔｉｏｎ）、代替（５５ｕｂｓｔｉｔｕｔｉｏｎ）、未

然防止印ｒｅｖｅｎｔｉｏｎ）、ライフサイクルアプローチな

ど、さまざまなキーワードを文章化する議論が始ま

りましたが、多くの用語はこれまで国際的に定義さ

れたことがなく、連日の深夜に及ぶ討議も一向に収

束 し ま せ んで し た 。 議 論 の た め の 小 グ ル ープ で は、

１９９２年のリオ宣言で定義されている「予防的取組方

法」のみを別の箇所に記載し、あとはリオ宣言等の

様々な国際文書を参照する形にするとの案がまとま

りましたが、これも会合最終日の夜遅くに総会に提

示 さ れ た た め 、 時 間 切 れ と な り ま し た 。 こ の た め、

我が国は、これまでＳＡＩＣＭの議論をリードしてきた

国の一つであるカナダ等との共同提案の形で、第３

回準備会合の小グループ案をＩＣＣＭに提出し、この



方向で文書が決着しました。

途上国や移行経済国にとっては、「財政的考慮」の

箇所が最大の関心事で、例えば、「途上国の取組は先

進国からの支援に依存している」といった文言の追

加を求めてきました。しかし、我が国を始めとする

先進国グループは、このような記述は途上国の自助

努力の必要性を軽視するものとの議論を展開しまし

た。議論が難航する中、欧州諸国より、途上国にお

いて当面の取組を開始するための支援として、「クイ

ックスタートプログラム」を設立することが提案さ

れ、スウェーデン、スイス、英国等はこのための信

託基金への拠出を表明しました。我が国は、ＰＯＰｓモ
ニタリングや有害廃棄物の国際移動の防止などの既

存プログラム、今年度から開始する国際的有害金属

対策予算等を活用し、具体的なニーズに応じた国際

的取組を進めることとしています。

３．ＳＡＩＣＭの今後

ＳＡＩＣＭは、多くの分野にわたるため、ＩＣＣＭでの

採択の後、関係する多くの国際機関に承認のため提

出されることになっています。そのための最初とし

て、ＩＣＣＭに引き続いてドバイで開催されたＵＮＥＰ特

別管理理事会に提出され、承認されました。世界保

健機関（ＷＨＯ）や国際労働機構（ＩＬＯ）などにも、

同様に承認のため提出されます。

ＳＡＩＣＭは、各国政府を始め、国際機関、市民社会、

産業界などのさまざまな主体が、自らの問題として

実 施 に 取 り 組 んで い くべ き も の で す。 我 が 国 に お い

ても、２００６年４月７日に閣議決定された第３次環境

基本計画において、ＳＡＩＣＭに沿って国際的な化学物

質管理に取り組んでいくことを定めたほか、ＳＡＩＣＭ

が掲げる科学的リスク評価に基づくリスク管理、予

防 的 取 組 方 法 、 ラ イ フ サイクルア プ ロ ー チ な どの 考

え 方 を 環 境 基 本 計 画 の 基 本 的 な 考 え 方 と して 位 置 づ

けています。ＳＡＩＣＭ策定過程では、関係省庁担当者

連絡会議を随時開催していましたが、今後とも、関

係 省 庁 の 連 携 を さ ら に 進 めて い き ま す。 さ ら に 、 産

業界や市民団体とも協力していくため、２月２１日に

開催した第１７回化学物質と環境に関する円卓会議で、

ＳＡＩＣＭを受けた今後の化学物質対策について意見交

換 を 行 っ た と こ ろで す。 今 後 と も 、 各 界 各 層 と の 辿

携を図りながら、化学物質管理の取組を進めていき

た い と 考 えて い ま す。

※本稿執筆後、ＳＡＩＣＭ国内実施計画に関する意見募

集が始まりました。詳しくは上記環境省ウェブサ

イ ト ま で。

ＳＡＩＣＭの構成

国際的な化学物質の管理に関するドバイ宣言
ドバイの国際化学物質管理会議（ＩＣＣＭ）に出席した各国の大臣・高官による３０項目の宣言

包括的方針戦略

対象範囲
工業化学品と農業
化学品をカバー。
医薬品・食品は原
則として除外。

必要性
国際的な枠組みの
欠如、国際格差の
増大など

リスク削減１２０２０年までに制御不可能なり
スクをもたらす物質の製造・使用を中止、
排出を最小化。予防的取組方法を適用。

知識と情報：化学物質のライフサイクルを通
じた管理のための情報を関係者に入手可
能とする。

ガバナンス：化学物質管理のための国際的・
国内的なメカニズムの確立

能力向上及び技術協力
不法な国際移動の防止

財政的考慮
途上国向け「クイック
スタートプログラム」
等

原則とアプローチ
リオ宣言等の原則とア
プローチを再確認

実施と進捗の評価
今後のＩＣＣＭ予定、地
域会合、事務局等

世界行動計画
ＳＡｊＣＭ実施のためのガイダンス文書として、２フ３の行動項目と行動主体、スケジュール等を列挙。
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有害化学物質の遺産を次世代に残すな-ＳＡＩＣＭ-

ＷＷＦジャパン化学物質プログラム担当村田幸雄

神さまおねがいです、わたしたちが大人になるまで
の間に、わたしたちや野生の生き物たちのけんこうが
化学物質によって害される心配がなくなる世の中にし
て く だ さ い 。 （ ぱ ん だ け み こ ６ さ い ）

そんな願いにあなたは何と答えますか。「そうなったら
いいわね、でも化学物質を造ったり、規制したりする立場
の人たちはそんな夢みたいなこと木気で取り合うはずない
わよ」と論しますか。驚かないで下さい。実は国際社会が

まさにその願いに正而から応えようと鍛年間にわたり取り
組んでいたのです。そして本年２月に世界各国の政府、関
係機関、ＮＧＯなどがドバイに集い、ついにその答がまと
められました。それが「ＳＡＩＣＭ」（サイカム）と呼ばれ、
国連環境計画（ＵＮＥＰ）、世界保健機関（ＷＨＯ）、国際労働
機構。（ＩＬＯ）にも承認された極めて影響力のある国際的合
２よ文書です。
ほとんどの人がこのことを知らなかったとしても、無理

ありません。これほど画期的な大ニュースであるにもかか
わらず、日本のほとんどのマスメディアは収りあげません
でした。彼らもそんな夢みたいなこと・・と思っていたの
かもしれません。
ＳＡＩＣＭは正式には（ａｒａｔｅｇｉｃＡｒ）ｒ）ｒｏａｃｈｔ（）ｌｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌ

ＣｈｅｎｌｉｃａＩＭ皿昭ｅｍｅｎｎ国｜際的な化学物質管理のための戦
略的アプローチ）」と称されます。これはそもそも２００２年
のョハネスブルグサミットで採択された実施計画に明記さ
れた「２０２０乍までに、化学物質が人の健康と環境にもたら
す著しい悪彫響を最小化する方法で使用、生産される」と
いう目標を達成するための具体的道しるべとして策定され

た文書です。
ＳＡＩＣＭは次の３つの文書で構成され、詳しくは環境省

のホームページで見ることができます。ここではそれぞれ
の文書の中で、私が特に関心をもった部分のいくつかを紹
介します。
①「ドバイ宣言」：各国のハイレベル閣僚等による政治宣
言で塞本認識や取組に対する決憲など３０項日にわたり述べ
られている。（）内はパラグラフ番号
・「……村：会の化学物質管理の方法において根本的な改革

が必要」（７）
・「……社会の全ての部門にわたる透明性、公衆参加及び

殆冬巫任によって、効果的かつ効率的な化学物質のガバナ
ンスに向け取り組む。」（１８）
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・「……子供たちや胎児を、彼らの将来の生命を損なう化

学物質の暴露から守ることを決意するＵ（２４）

②「包括的方針戦略」：本取組の対象範囲いＩＺヽ要性、目的、
財政的事項、原則とアプローチ、実施と巡捗の評価などの
基本的な方向や枠組みが定められている。
ＩＶ目的
・「……ＩＪオ宣言の第１５原則に記されている予防的収組方

法を適切に適用すること」
・「化学物質の安全性に関すｊ５規制と意思決定の過程に、

巾民社会のすべての部門……三ｊ味ある手？ｔ極的な参加を推
進、支援すること」
ＶＩＩ実施と進捗の評佃
・「すべての関係する国の部門や利害関係者の関心事頂が

代表され、すべての関連する実質的な領域が対処されるよ
う、省庁横断的・紅織横断的なＳＡＩＣＭ実施のための仕組
みを確立すべきである。」

③「世界行動計画」：その中心をなす表Ｂには民間を含む
それぞれの関係者が具休的に取るべき行動が、そひ）｜吟問枠
や評価指標などと併せ、２７３参項目にわたりリストアップ
されている。
・ナショナルプロファイルと国家ＳＡＩＣＭ実施計画を策定

すべき（Ｎｏよ１６６）
・子供たちの環境からの健ＪｊｌＪｊｊ？？剽こ関する国家的な初期リ

スク評価を行い、優先される懸念を見つけ出すガイダンス

資料を作成。さらに優先される懸念に対処する行動計測を
策定、実施すべき（Ｎ０．７）
・化学物質を使用しない方法を含む、代替的で生態系に配

慮した農業の実践の訓練を提供すべき（Ｎｏ、５１）
・非常に毒性が強く、難分解、高蓄積の有機化学物質につ

いての安全で効果的な代替物質の使用を、化学物質を使川
しない利用を含め推進すべき（Ｎ０．５４）
・市民社会の代表者をＳＡＩＣＭ実施計画の立案、実施、モ

ニタリングを行う政府委員会に含めるべき（Ｎ０．２０６）

ｓＡｌｃＭは魔法のひｔ；Ｉり：ではありません、それが存在する
だけでは礼会は何も変わりません。地域、国、国際レベル
のそれぞれにおいて、市民団体を含むすべての関係者が参

両し、具休的な行動計画を策定し、実施し、進捗を評価す
ることが重要です。私たちとしてはまず国に日本の
ＳＡＩＣＭ実施計両策定を求めることから始めるべきでしょ
う。さあ皆さん、一絡に取糾ましょう。冒頭の［はんだけ
みこ］ちゃんが成人になるまで、あと１４年しかないのです。



環境省作成の小冊子「チビコト」への意見を投稿

環境省では、 リス ク コ ミ ュニケ ー シ ョ ン ・ 情 報 捉 供 推 進 事 業 の 一

環 と して、 小 冊 子 「 チ ビ コ ト 」 を 作 成 し 、 月 刊 心 「 ソ ト コ ト 」 の 付

鎌 と して 配 布 し た ほ か 、 国 際 シ ン ポ ジ ウム な ど で も 配 布 し 、 環 墟 省
の監修のもとにＥＩＣ（財団法人環果ｊｌ・ｈ！ｉ報普及センター）が述川し

て い る 、 化 学 物 質 の 内 分 泌 か く 乱 作 川 に 関 す る ホ ー ム ペ ー ジ

（川ｔｐ：／／ｅｎｄｏ❼ｎｅ．ｅｉｃ．ｏｌ・Ｊｐ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）にも全文掲載しています。しか

し、その内容は、「環境ホルモンは大した問題ではない」というメ

ッセージばかりが強調されていて、ＷＨＯはじめ川際的な動きにも

逆 行 して い ま す し 、 国 民 に も 誤 解 を 与 え か ね な い も の で す。 そ こ で、
こ の 度 、 こ れ に 対 す る 私 見 を 、 前 述 の ホ ーム ペー ジ に 投 稿 し ま し た

の で 、 ご 紹 介 し ま す。

「チビコト」を読んで
環境省が配布された「チビコト：ロハス的環境ホルモン学」を読
ませていただきました。率０１Ｇこ申し上げて、「これか環境省が作っ
たものだろうか」との驚きを禁じ件ませんでした。なぜなら、全休
的に「環境ホルモンは大した問題ではない。国民か騒ぎすぎただけ
だ」というメッセージが拡調されていて、まるで産業界が作ったか
のような内容だからです。もし、環境竹が、本気でこのような認識
に立っておられるとしたら、国民の健康や生態系に収り返しがつか
ない小態も生じかねないと思い、投稿させていただきました。

確かに、環境ホルモン問題には科学的に未解明な衣が数多くあり
ます。しかし、それはある意味で当然です。低川量・複合的作川、
影響発現までＣ二峙剛がかかるなどの環境ホルモンの特徴からする
と、到底短Ｊりｊ闘で十分な答えの出るような性質の課也ではなぃから
で す。
その一方で、人工の化学物質か上体のホルモンの働きをかく乱す
るという環境ホルモン問題は、人間を含む令ての生物にとって、決
して石過することのできない重大な課題です。わからないことが多
いからといって、軽々に「大したことはない」などと決めつけるべ
きではありませんし、「解明されるまで静かに待つ」という態度も、
決して正しいとはいえません。なぜなら、もしその川に被害が生じ
てしまったら、収り返しがつかないからです。このことは、水俣病
事件からＨＩＶ事件、さらには最近のアスベスト被害を思い起こせ
ば、容易にわかるはずです。
したがって、環境ホルモン問題に対しては、科学的角ｙ司に向けて

持続的努力を続けることは当然ですが、その川にも、行政としては、
被害の発生を未然ｌこ１；方止するために、可能な対応を取らなければな
りません。まず、できるだけ広く情報を収集し、それを国民にわか
りやすく提供して、国民か自り｀川断してリスクを回避・削減する行
動をとれるようにする必要があります。周知のように、この川題に
ついては、研究者の間でも様々な意見があります。したがって、情
報提供にあたっては、できるだけ幅広く憲見や研究成果を紹介する
とともに、対立する意見は公平に取り上げるように配慮すべきです。
そして、科学的解。明か進むにつれて、それに応じた適切な対策を速
やかに講じることによって、被害の発生を極力防１１１することです。
それが、過去の苦い教訓から、強く行政に求められる姿勢だと思います。

ところか、「チビコト」では、「環境ホルモンは大した問題ではな

事 務 局 長 中 下 裕 子

い」という立場だけが強調されていて、その反対の立場の研究者の
意見が掲載されていません。しかし、この問題については、「未解
明なことは多いが、人の健康や生態系にとって呑過できない重要な
開題である」と指摘する研究者は数多くいます。ＷＨＯの報告書で
も、「国際的優先小瓜である」ことが明記されています。むしろ、
「大したことはない」と主張する研究者の方が、専門家の中では少
数といえます。
たとえ少数であっても、その意見は尊重するというのが民主圭義

の基本原理です。ましてや、この川題に関しては、ＷＨＯをはじめ、

懸念を表明する研究者の方が多数なのです。それにもかかわらず、
ＷＨＯなどの国際的な動向にも逆らって、日本の環境竹が問題がな
いかのように強調するというのは、いったいどういう考えなのでしょう。

また、［チビコト］では、環境ホルモン問題に対する国民の不安
の高まりを、「騒動」と衣現しています。周知のとおり、環境ホル
モンは特に次世代の子どもたちへの影響が心配されています。この
ため、多くのは親が大きな不安を抱いたのです。前述のとおり、こ
ひ丿。’ｌｊ題についてはＷ門家の中でも意見が分かれているのです。専門
的知識に乏しい圓民が、判断に迷い、子どもへの被省を何としても
回避しようとして、少々過剰な防禦反応を示したとしても、決して
批刊すべきものではないはずです。
それどころか、こうしたけ親たちの危機に対する敏感さは、とも

すれば業外にすり寄って鈍くなりがちな行政の危機意識に対して、
驚飾を叫らすものといえます。これまで、行政の危機憲識の什さか
ら、政策決定を誤り、数多くの犠牲者を生むという事例か、どれほ
ど繰り返されてきたことでしょうか。そのことを真に反竹している
のであれば、国民の不安の鳥まりは、むしろ、行政にとって、「退
去と同じ迦ちに陥っていないか、被害防止のために最善の策を講じ
ているか」を自問Ｌ．再確ｉ認する絶好の機会を与えられたと受け止め
るべきではないでしょうか。それを「騒動」と表現して仰らないと
ころに、専門的学識の不足と、詰った官僚の認識と姿勢がよく現れ
ていると思います。その馴りと不勉強が、数々の公害・薬害事件を
生んだことは既述のとおりです。そして環境ホルモン剛題について
も、同様の過ちにつながる危険性を孕んでいると私は思います。

環境省の役割は、国民の生命・健康と生態系を守ることにありま
す。その役剖を果たすためには、環境省は、業界の立場ではなく、
常に国民の立場、とりわけ雌も弱い子どもたちや野生生物の立場を
考えて、政策決定を行うことが求められていると思います。たとえ
業界かどれほど反対しても、国民の生命、健康や生態系を守り抜く
という姿勢で、断-｜・Ｍとしてそのための施策を実行していただきたい
と思います。そもそも、いかなる産業といえども、国民の生命・健
康やその基盤たる生態系を犠牲にして成り立つ業などありません。
その意味で、国民の生命・他康や生態系に被害か及ばないようにす
ることは、長い月で見れば産業界の利益にも適うことなのです。
環境省がリーダーシップを発揮しないでは、国民の生命・健康も

生態系の保全も共に危うくなることは叫らかです。環境省が、今一
度、過去を真摯に反省されるとともに、自らの使命を自覚され、真
に国民（弱者）の立場に立って、環境ホルモン対策を実施されます
よう、心より願っております。
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新・子どもプロジェクト、始まります！

国民会議では、これまで環境汚染や化学物質が子

どもたちにもたらす悪影響について様々な活動や提

言を行ってきました。２００３乍３月には『化学物質か

ら子どもを守る』というブックレットを発行し、そ

の中で子どものリスクを減らすための具体的行動を

提言しました。同乍６月には、子どもの環境保健闘題

に対して国レベルで複合的対策を講じるシステムを

っくるよう、国に対して「子ども環境保健法」（仮称）

の立法提言をしました。詳糾はhttp://www..ｋｏｋｔｌｍｉｎ-

ｋａｉｌｇｈｒｇ/ｋｏｋｕｎｌｉｎ０４＿１５．ｈｔｍ】をご覧下さい。また、

２００４年１１人降は化学物質問題の子どもへのＪ；じ響につい

て多くの方に知ってもらうためにセミナーやシンポ

ジウムを各地で開催しました。そして、昨年秋にこ

れまでの活勁をさらに発展させるために「新・子ど

もプロジェクト」がスタートしました。

「 新 ・ 子 ど も プ ロ ジ ェ ク ト 」 と は ？

子どもたちが健康で幸せに生きていける環境を守

り創ること。それが新一子どもプロジェクトの目指

す も の で す。 ご 存 知 の 通 り 、 子 ど も た ち の 体 に は、

ア レル ギ ー 、 シ ッ ク ス ク ール な ど 化 学 物 質 過 敏 症、

軽度発達障害、体力の著しい低下など、様々な異変

が起きています。食生活や睡眠時間などの生活の乱

れや、テレビゲームのやりすぎによるゲーム脳、携

帯電話の普及による電磁波問題など、これまでは見

られなかったような問題も出てきています。子ども

た ち を 取 り 巻 く 環 境 は 劇 的 に 変 化 して い る の で す。

環境が子ども達に与える影響を考え、そのＩＭＩ題解決

を摸索するためには、化学物質問題に限らず、自然

環境や社会環境の側面も踏まえて、もっと広い視点

で収り組まねばならなりません。

子どもは小さな大人ではありません。心も体も発

達段階にある子どもは、大人よりも化学物質や大気

の汚染などの環境に大きな影響を受けるのです。社

会的な環境の影響ももちろん無視できません。子ど
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もが健康で幸せに生きていくためには、私たちがそ

のための環境を作ってあげなければいけないのです。

子どもには健康で幸せに生きる権利としての「子ど

もの環境権」があるということに私たちはもっと気
づかなければならないと新・子どもプロジェクトで

は考えています。新・子どもプロジェクトは、「子ど

もの環境権」の重要性を、ワークショップやブック

レットを通して訴えていきたいと考えています。

本年皮は５月２７日を皮切りに今計６回の辿続ワーク

ショップを開催する予定です。６回のテーマは以下

を予定しています。詳細は順次お知らせしていきま

すのでニュースレターの折込チラシなどをご覧下さ

い。また、「了-ども環境保健法」（仮称）の立法提言

を発展させ、ト「どもの環境権」という視点に立った

政 策 や 立 法 を 国 や 行 政 に 対 して 提 言 して い き ま す。

今と未来の子どもたちのためにあなたもぜひ一緒に

活動しませんか？

連 続 ワ ー ク シ ョ ッ プ

１．子どもに今何か起こっているのか？

（５月２７日（土）開催）

２．アレルギー問題（アトピー、ぜん息など）

（６月２５日（目）開催）

３．化学物質過敏症（シックスクール、シックハ

ウス）

（７月１［１（土）開催）

４．軽度発達障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閣症スペクト

ラム）

５．子どもと食の１副題

６．子どもと人権



アクセサリーに高濃度の鉛含有～鉛問題を考える～

金属性アクセサリーに高濃度の鉛が含有している

ものがあることが、３月６日の東京都による調査報

告でわかりました。調査対象になった７６品目中、米

国ＣＰＳＣ（消費者製品安全委員会）の基準（０．０６％）

を超えていたものは６割以上にのぽり、それらは中

国、韓国及び台湾製のものでした。

鉛 の 毒 性

鉛中毒は古くて新しい問題であり、重金属の巾で

は一番身近な中毒と言われています。鉛には薔桧吐

のある強い毒性があり、鉛巾毒になると過敏性、疲

労、頭痛、食欲不振、睡眠障害、抑うっ状態、貧【川

などの症状があらわれます。特に子供が暴露すると、

知能の低下、注意障害や攻撃性、非行などの問題行

勁が起こり、鉛巾毒になると小児の発育と低身長の

原因にもなります。流産の増加や精了滅少など生殖

系にもｌ杉響を及ぼすことがわかっています。

鉛 の 用 途

鉛は、金属製アクセサリー以外にも様々なところ

で使用されています。国内では水道管の多くがまだ

鉛製で、厚労省は取替え作業を進めています。スポ
ーツで使われる射撃の銃弾も鉛製で、その鉛玉を飲

み込んだ野鳥が鉛中毒になったり、射撃場の土壌を

汚染する等の貧害が出ています。ガソリンにもがっ

ては鉛が入っていました。塗料にも鉛が含有したも

のがあり、クリスタルガラスには鉛が２４～２８％も含

まれています（詳しくは国民会議ニュースレター

ｖｏｌ．３９．ｐ９几

行政の動き
厚労省は、東京祁の調査報告を受けた３月８［ｌ、
関係業界に対して、金属性アクセサリーの鉛含有状
況の把握に努めること、外箱への表示等により消費
者に情報提供することを周知徹底するよう通知を出

しました。アメリカやカナダでは米国り一ボックイ

ンターナショナル社が無料配布したブレスレットを

４歳の小児が誤飲して鉛巾毒で死亡したことにより

同社に自主回収させていることが発表されたため、

厚労省はりーボックジャパンに対しては｜司様のブレ

スレットの回収を要請しました。また、厚労省と経

産省が辿携してアクセサリ一類等の製造販売に閔す

る 実 態 訓 査 を 始 め ま し た。

世 界 の 動 き

しかし、世界的に見れば日本の鉛対策は十分とは

言えません。アメリカは０５年２月にはすでにＣＰＳＣの

基準値を超えたアクセサリー全ての自主回収を行な

っており、カナダでも同様の回収を進めています。

国際的には１９９６年にＯＥＣＤ諸国が鉛削減宣言を出

しています。小児の鉛暴露に関しては９７年の８カ国

環境人臣会議で、子供川製品中からの鉛の除去など

を約束したマイアミ宣言が出されています。０２年に

出された各国の取り組み状況の報告によると、アメ

リカでは「了-供の鉛中毒を２０１０年までになくす戦略」

を実施し、カナダでは消費者製品巾の鉛リスク低波

紋略案を作成したとのことです。他の欧米諸国でも

様々な戦略プログラムを報告しました。

現在でも日本には家庭川品巾の鉛に対する規制が

ありません。鉛含有製品を知らぬ間に使っていたり、

子供がアクセサリーを誤飲したりなめたりして、鉛

中毒になってしまう。そんなことは未然に防がねば

なりません。そこで、国民会議では、家庭用品等へ

の鉛規制を強化し、鉛のリスクを低減するよう行政

に対して捉言していくことになりました。みなさん

も一緒に鉛規制の強化に声をあげましょう。
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今ここにあるゴミ問題
～横浜市の廃棄物処分場～

一 般 廃 棄 物 処 分 場 の ひ と つ が 焼 却 停 止 に

横浜市は、人口約３６０万人、各家庭から毎年約４３０

万トン、一人当たり一日約６６０グラムのゴミが排出さ

れています。市内には一般廃棄物焼却場が６機あり

ましたが、そのうちの港南工場が今年１月、老朽化

のため焼却停止になりました。港南工場は処理能力

が著しく低下し、建て替えをするか焼却停止にする

か迫られていましたが、ゴミの減量に成功したこと

により焼却を停止することができたと市は説明して

います。平成１７年４月から８月までのゴミ排出量は

４５万６０００トンで、住民たちのゴミの分別、減量、リ

サイクルの努力によって昨年同期と比べて３２．４％も

減少しました。また、横浜市は、平成２２年度におけ

るゴミ排出量を１３年度に対し３０％削減する「横浜Ｇ

３０プラン」を掲げ、市としてゴミ減量とリサイクル

促 進 に 取 り 組 んで い ま す。 ゴ ミ 減 量 活 動 に 加 えて、

横浜市では市民団体が脱ゴミ焼却の運動も行ってき

ました。「栄工場のゴミを考える会」は、約１０年前か

ら脱ゴミ焼却を訴え、住民訴訟を提起したり市長へ

の政策提言をしたりなどのはたらきかけをしてきま

した。同会では、横浜市内の子どものぜん息が深刻

な状況にあることを指摘し、ぜん息と焼却場との因

果関係に関する調査を自分達の手で行っています。

毎日、白い煙が上がっていた港南工場の煙突から

は今はもう煙は見えません。横浜市は、港南工場の

焼却設備と煙突を撤去し、その跡に資源物のストッ

クヤードを整備することを決め、その説明会が今年

２月から３月に数回かけて近隣住民に行なわれまし

た。市側から市職貝と工事を請け負う業者が出席し、

工事の概要とスケジュール等を説明しました。２月

２６ロ午前に行われた第一回目の説明会には、寒い雨

の降る中、約２０人の地域住民が参加しました。

ゴミ焼却場の解体工場は、住民達にとって２つの

点で不安を感じさせるものでした。その１つは、工

場内に吹付けアスベストが使用されていて、その除

●ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．４０

横浜市在住粟谷しのぶ

去工事が必要であること、もう１つは、焼却設備に

はダイオキシン類が付着しているため、解体前に高

圧水で洗浄する必要があることです。いずれも危険

な物質であるため、もし解体工事の際に空気中に飛

散した場合には、近隣住民に多大な被害が及ぶおそ

れ が あ り ま す。

無味無臭の危険物質からどうやって逃れることが

できるのか。市はきちんとした対策を講じているの

か。説明会でもこの点に関して住民からの質問が集

中しました。それに対して市や事業者は、「法令や条

例に基づいて周辺環境に影響を与えないように安全

に工事を行います」という一般的な説明はしました

が、もし万がー事故が起こった場合にどうするかと

いう対策については十分に検討していないようでし

た。たとえば、住民からの「事故が起こったときに

住民への連絡はどうするのか」との質問に対しては、

「自治会宛てに連絡します」と回答しただけでした。

しかし、自治会連絡は全員に周知させるのに吽問が

かかり、自治会にあまり関与していない住民も多く

います。自治会に通知するだけで十分か疑問が残り

ます。市や業者がルールに則って解体を行ったとし

ても、台風や地震などで万が一事故が起こる可能性

は１００％否定できません。実際、平成１２年には大阪府

能 勢 町 の 焼 却 場 解 休 工 事 で、 ダイ オ キ シ ン 類 が 大 量

に発生し、解体作業者が曝露する事故が起こってい

ま す。

住民が安心して安全に上事・を実施するには、説明

会での情報提供のみならず住民が工事の実施計両や

実施状況をチェックできることが望ましいでしょう。

横浜市でも、平成１５年に民間の事業者が産廃焼却場

を解体した際には、地元市民団体や自治会と事業者

との間で解体に関する工事協定書が締結され、地元

が合意した内容で解体が行われました。また、作業

現場内にモニターカメラを設置して、住民が解体工

事の映像を見られるようにしました。実際この解体



写真上：「栄工場の
ゴミを考える会」代
表の西岡政子さん
写真下：港南工場解
体工事の住民説明会
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作業では現場を覆っていたビニールシーｔヽが破損す

るという事故が起こったのですが、モニターカメラ

によって住民はその事故の発生を知ることができま

した。しかし、港南工場の解体工事ではスケジュー
ルや内容は市が決定した後で、住民にはそれが説明

されただけでした。港南工場の工事は今年３月中旬

頃から始まり、約２０ヵ月かけて行われます。また同

Ｌ丿時期に平成１３年から稼動停止。していた栄工場の撤

去 作 業 も 始 ま り ま す。

産 業 廃 棄 物 処 分 場 の 建 設 問 題

横浜市では、今、金沢区で横浜金沢シンシアＲ・

Ｃセンター建設事業という産業廃棄焼却処理場の建

設計画が進められています。それに加えて、市内の

南本牧には廃棄物最終処分場が新しく建設されるこ

とになっています。処分場住設については建設の是

非について、すでに環境影糾評価準備書の段階に入

っています。しかし、住民からは建設反対運動が起

こっています。「栄工場のゴミを考える会」イ七表の西

岡政子さんは、「シンシア焼却処理場の立地は、現状

でも市内一の小児ぜん息の多発地帯です。工事費が

３５０億を超える南本牧処分場は、既存の処分場残余量

が十分あります。市民は両事業に反対しています」

と 訴 えて い ま す。

また、市では昨年１２月から、今後５年間の産業廃

：ｊ包

７卜

棄物処理指導計画を決めるために第５次枇浜市産業
廃棄物処理指導計画検討委員会が開かれました。計

画の素案に対して今年１月末からの１ヵ月間かけて
パブリックコメントの募集が行われました。しかし、

什民からは意ぶむ酋が６通（意見合計２０）提出された
だけでした。検討委貝会は４ヵ月の間に５回開催さ

れ、今年度中に検討委員会の報告書が市長に捉出さ
れます。これに対して「栄工場のゴミを考える会」
の西岡さんは、横浜市長、市資源循環局長、検討委

貝会委員長に緊急要望書を提出し、「検討委員会が産
業廃棄物を公共関与で処理・処分する方向へ誘導す
ることをやめること」「事実上の密室審議をやめて多
くの市民の目の届く方法で審議すること」を求めま
した。
ゴミ問題は住民の生活に直接関わるものです。横

浜市の「新時代行政プラン」でも「市民ニーズの把
握と「協働」の推進」がかかげられています。しか
し、行政と市民の問にはまだ深い溝があります。行
政は、処分場の新たな建設が必要かを含めてゴミ処

理のあり方を住民とともに議論し、パブコメをもっ
と市民が利用しやすくするなどにより、意義ある市

民参加と合意形成を実現することが必要です。
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「小児等の環境保健に関する国際
シンポジウム第４回」の報告

２月２４日に環境省の主催で「小児等の環境保健に関する
国際シンポジウム第４回」が開催されました。
１．「日本人の小児特性に関する調査報告」

国 立 環 境 研 究 所 青 木 泰 展 氏
小児は重要な発達段階にあり、小児特有の環境下で特有

の行動をとる。小児の特性を考慮して化学物質が小児の発

達に及ぼす影響を検討する必要がある。環境に由来する化
学物質のリスク管理および小児の曝露の削減には、小児の
化学物質への曝露の経路、曝露源、時期、曝露機会の多い
化学物質等、子供の環境曝露の要因についての知見が必要
である。国環研では、子供の特性や行動を考慮した環境曝
露評価を可能にするデータの収集を行っており、小児に特
徴的な曝露パラメーターとして、行動・食物摂取量・土壌
摂取量・呼吸量を収集している。
２．「小児のマウシング行動と化学物質曝露」

国 立 成 育 医 療 セ ン タ ー 谷 村 雅 子 氏
幼児がマウシングを介してどのくらいの化学物質を経口

摂取しているかを評価するための研究報告。（１）どのく
らい嘗めているか（マウシング行動の実態調査、マウシン
グ時間の計測）、（２）マウシングでどのくらい溶け出すか
（ＰＶＣ玩具片を用いた成人の可塑剤ＤＩＮＰの口腔内溶出試
験）、（３）摂取量は小児の健康に影響するか（小児の体亜
あたりの曝露量の推定、毒性検討）つき報告した。また、
この報告を受けて、おもちゃの規格基準が改正された（合

成樹脂製で乳幼児が口に接触するおもちゃにはＤＥＨＰ又は
ＤＩＮＰを含有するポリ塩化ビニルを主成分とする合成樹脂
を使用禁止／それ以外の合成樹脂製のおもちゃにはＤＩＮＰ
を含有するポリ塩化ビニルを主成分とする合成樹脂を使用
禁止）。
３．「ドイツにおける子供の環境曝露評価ＧｅｒＥＳの最新報告」

ドイツ連邦環境庁マリケ・コロッサ・ゲーリング氏
「ドイッ環境調査」（ＧｅｒＥＳ）は１９８０年代半ばからの継

続的な大規模調査で、住民の代表サンプルを用いた汚染物
質の体内蓄積による影響評価、体内に薔積している物質へ
の各媒体（空気、水、ハウスダスト、食物など）からの影

響評価、曝露量の評価モデルの開発を目的とする。現在小
児を対象にＧｃｒＥＳ（２００３～２００６夏）を遂行中。３～１４才の
小児１、８００名を対象に１５０地点に対し、基礎調査では、血
液・尿・水道水の分析、小児の寝室の窓外における交通駁
音の測定、小児の聴力洲定を実施する。また長期問にわた
る住居内の環境調査を行い、ハウスダスト・室内空気の測
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定を行う。
４．「子供の精神健康と環境」

国 立 精 神 ・ 神 経 セ ン タ ー 加 我 牧 子 氏
発達障害は特別な配慮により発達が期待でき、環境との

相即こよって症状が変化しうる。ＡＤＨＤ児は親がしかって
ばかりだと自己否定的になり問題が悪化する。行動変容療
法や家族への精神的支援といった環境調整や教育的支援が
必要で、不注意な点を改善するにはメチルフェニデート
（リタリン）などの薬物療法も効果的である。好ましくな
い行動を減らすには「無視、待つ、ほめる」の使いわけが

必要である。自閉症児には絵カードなどを使って一日の于
定や順番の見通しをつける「暮らしの構造化」が役立つ。
５．「局地的大気汚染の環境影響に関する疫学調査-

ＳＯＲＡプロジェクト」
環 境 省 環 境 保 健 部 俵 木 登 美 子 氏

環境省力１２００５年から実施しているそら（ＳＯＲＡ）プロジ
ェクトは、気管支ぜん息の発症と道路沿道における自動車
排出ガスヘの曝露との関連性を明らかにすることが目的で
あ る。
調査は、学童コホート調査、幼児症例対象調査、成人を

対象とした調査の３つが行われる予定である。昨年、学童
コホート調査は、大都市の主要幹線道路沿道にある学校に

通う小学１～３年生の約１６、０００人を対象に行われた。調査
では、環境１１・ｊ響評価、屋内アレルゲン調査、自動車排出ガ
スヘのＵｊ疸露剖哺｜ｌｉを実施する。
６．「米国６ＪａｔｉｏｎａｌＣｈｉｌｃｊｒｅｎ’ｓＳｔｕｄｙ（小児健康調査）」

米国環境保護庁ジェイムズ・クワッケンボス氏
（１）米国小児健康調査（ＮＣＳ）：米国では２０００年から小
児の健市と発達に関する大規模調査が行われている。この
調査はゃ４ａｔｉｏｎｊＣｈｉｌｄｒｅｎ’ｓＳｔｕｄｙ（ＮＣＳ）と呼ばれ、約１０万人
の小児を対象に、小児とその家族および環境に関して、妊
娠前または妊娠初期から２１歳に至るまでの長期にわたって
実施する。全米各地に１０５の登録調査地域が延殴され、８
つのセンターが調査対象地域を選定、被験者を募集する。

（２）匡際小児がんコホート・コンソーシアム：２００５年に
米国をはじめとする各国の研究機関が設立した。現在は米
国、英国等の７調査が遂行巾で今後さらに４調査が加わる
予定である。現段階で日本は米参加である。
（広報委注：データ収集方法等調査の詳細については紙数
の関係で本誌では省略）



国民会議の活動を地域でも広げよう

栃木県 在 住 上 梅 清 二

学習会で地域の人にも知ってもらおう
宇都宮に転居し２４年が過ぎようとしていますが、休日
は地域の活動・ＰＴＡ活動に係わったり、知人の自然農
園に夫婦ときには親子で手伝いに通っています。
今は民生委貝や学校評議員をしていることもあり子ど
も・父母・先生方に接するようになりました。そこで、
身の回りの方々にも環境問題について知ってもらうため
に、学習会を開催することにしました。
第１回目の学習会は地域の子どもたちに（学校関係者

や地域の方々に協力していただき）キャンプでの自然活
動と合わせて、環境に対する学習会を開きました。その
中で有害化学物質が人体の内分泌系・神経系・免疫系に
どのような作用をするかを話しました。併せて子どもを
通じ親にも資料を届け、キャンプで子どもと何を学んだ
かも含め環境問題の大切さを伝えています。
第２回目は地域のコミュニティセンターにおいて、子
どもたちと国民会議発行のビデオ・教材を利用し４Ｒリ
デュース・リュース・リサイクルそしてリフューズの大
切さを学びました。その報告もかねて学校の先生方にも
資料を提出しています。
第３回目の学習会は環境破壊や汚染・水や食料不足の

話をしました。その後で自然農園で収穫されたジャガイ
モをみんなで食べました。自然の味に触れその美味しさ
に驚きました。大人も含め参加者全貝自然の大切さを痛
感しました。少し残念なことに後日会った子どもたちの
挨拶の言葉は、学習会の内容ではなくてジャガイモが美
味しかったという話しばかりでした。
第４回目は昨年の１２月１日に中下裕子事務局長を宇都

宮にお招きし、中学校において親や先生方に講演をして
いただきました。

多方面にわたる環境問題の複雑な話をご自身の子育て
の経験を含めわかりやすくお話いただき、話の内容に驚
いたり共感したり時には笑い声も漏れるとても内容の深
い有意義なお話でした。
講演会の後、個別に中下事務局長のお話を聞きたいと

希望する大勢の参加者に時間を取ることができなかった
ことと、生徒に話を聞かせることが行事の都合上できな
かったことが残念でした。
参加者の方々からブックレットの購入予約が多数あ
り、反響の大きさに有害物質の恐ろしさを改めて実感し
ま し た。
講師の巾下事務局長には、お忙しい中、貴重な時間を

割いていただきありがとうございました。

環境問題を先送りしないために
子どもたちに接し環境問題や自然の話をしたり個々の

いろいろな問題に係わっていると、共通して見えてくる
のが大人たちの子どもや他の生物のことを考えない身勝
手さと怠慢です。
そして被害は弱者である子どもに集中していますが、

大人社会も病んでいるのかもしれません。
私も一人の親として消費生活を営んでいますが、でき
る限り子どもたちに悪影響を与えない食材をと考えてい
ますが、本来子どもの成長に欠かせないものにも有害物
質が多く含まれていたり、添加物・防腐剤などが大量に
使用されています。
安全な水や食料、安心して身に着けることができる衣

服、家族で団槃を過ごすことができる住居など、誰でも
当たり前に望む物が入手困難な時代になっていると思い
ま す。
私が言うまでもなく環境問題や有害物質の被害は、誰

一人として避けて通ることのできない問題だと思いま

す。先送りにすれば被害は増すばかりです。国民会議に
は化学者・医師・法律家・教育者など他にも専門知識に
秀でた皆様かおり、私たちにわかりやすい情報の発信や
提言をしてくださることに感謝しています。今後のご活
躍を期待しております。
私も一人の会貝として国民会議の活動を地域で少しで
も広めていけるように、今後も努力を重ねていきたいと
思っています。
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有害物質問題を知って
私が環境問題を意識し有害物質の存在を知った時に、

まず考えたのはできる限り使用しないこと、環境つまり
地球にやさしいライフスタイルに生活を変えていくこと
です。そして自分にできることは何かを考え、そして行

動することです。
私がまず初めにしなければならないことは、環境問題

に対する理解力と認識力を高めることだと思いました。
そのために家族揃ってダイオキシン・環境ホルモン対策
国民会議に入会しました。



ＮＥべＶＳ
｜

㎜｜

米国の環境ＮＧＯで国際的な活動を展開している、ＨｅａｌｔｈＣａｒｅｖＶｉｔｈｏｕｔ
日ａｒｍ：ＨＣＷ目（害のない医療を）が発表した、『医療廃棄物の非焼却処理技術１
のアメリカ版およびヨーロッパ版の重複部分等を除いて一本化し、翻訳したも
のです。有害物質を大量に発生させる医療廃棄物の焼却処理を、非焼却処理技
術で代替するための情報書です。詳しくは国民会議のホームページをご覧くだ
さい。なお、印刷物をご希望の方は、簡易製本で提供する方向で検討中ですの
で、今しばらくお待ちください。
※問い合わせ先：山田久美子、電話０９０-２２２０旧６４２、ファクス０４-２９４３、
２３７２、ｅ-ｍａｉｌ：ｔｋｕｍｉｋｏ⑨ｐｏｐｌａｒ、ｏｃｎ．ｎｅ．Ｊｐ

国民会議のブックレット①［化学汚染から子どもを守る］が在庫切れにな
ってしまいました。現在増刷予足中ですが、「どうせなら少し手をいれよう」と
いう意見もあり、２Ｃ０３年から現在までの新たな情報を追加した増補版にする
ことを検討中です。
次号には進展状況のご連絡ができると思います。ご迷惑をおかけしますがよ
ろしくお願いいたします。

編集後記，ｉｉｇａｌｍ会。Ｈ佐和洋亮

『散る桜残る桜も散る桜ｊ

関東地方は、お花見の盛りが終わろうと
している。
秀吉が京都醍醐寺で始めたとされる花見

会が、江戸時代に庶民のものとして広まっ
たのが花見のルーツとか。
古くは、花といえば梅を意味したが、今

では、花といえば桜。国花とされ、目にす
るのはほとんどソメイヨシノ。江戸の染井
村（巣鴨、駒込辺り）で、原種の大島桜と
江戸彼岸桜を掛け合わせて出来たそうで、
大和吉野山の山桜ヨシノザクラと区別する
ため、この名がつけられたそうだ。
済んでしまってから言っても仕方がない

が、来年のために、お花見のカンキョウ問
題 を。
１、飲酒の盛り上がりは控えめに。
桜も生きている。夜通しの騒音やライト

は、相当なストレスになるはず。車の排気
ガスや、カラオケの大音響などは厳禁。
２、根を傷めない。
桜は浅く根を張る。根を踏んだり、根の

上にゴザを敷いたりしない。長時間の根の
上のビニールシートは、桜の呼吸を妨げる。
３、枝を折ったりするのは論外。

折れ目の傷が枯れる原因になる。
要は、茶の湯に通じた太閤殿の花見の宴

の如く、静かに花をめでるのが良い。
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２月２８日第３次環境基本計画（案）に対す
る意見提出
３月１日アスペストチーム会合
３月２日アスベスト問題で宅地建物取引業法
施行規則の一部を改正する省令案に対する意
見提出
３月９日常任幹事会開催
３月１５日食品プロジェクトチーム会合
３月］６日子どもプロジェクトチーム会合
３月２３日アスベストチーム会合
３月３１日子どもプロジェクトチーム会合
４月１日アスベストチーム会合

丁度、花粉症の時期と重なるお花見。花
粉症の原因の８割はスギ花粉だといわれる
が、サクラもその原因となることが報告さ
れている。花粉用マスクで顔を覆って花見
をしている人を見かけるが、深酒は鼻の粘
膜が腫れて症状が悪化するそうだ。
ところで、以前に比べて桜の花ぴらの色

か白くなったという話をよく聞く。
その原因の一つに酸性雨が考えられる。

広葉樹は毎年落葉して葉が新しくなるの
で、酸性雨によって葉っぱが影響される度
合いが、何年も葉を付けている針葉樹に比
べて少ないとされている。
しかし、土壌への影響は広葉樹も同じこ

とであり、酸性雨によって土壌が変質して、
酸を中和する能力が減少すると、樹木は栄
養不足となって樹勢が弱まる。
ソメイヨシノの寿命は１００年位だとされ

ている（山桜は数百年とか）。風雪に耐え
て毎年花を咲かせてくれる桜に感謝した
い 。
表題の句は、良寛さんの辞世の句。
残った桜もやがてすべて散る。人の命も

一回しかない。花を見ながら、この地球に

何を残したら良いのかを考えたいものだ。
（参考文献：「花粉症を冶す」（ＰＨＰ新書）、
「地球環境報告」（岩波新書）、「エコロジー
通信」他）
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